
２０２３年度 ２年 文学国語シラバス 

 

 

 

１．目標 

 国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、

言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

 

２．学習内容・到達目標 

⑴ 筆者の主張を読み取り、その内容と比較しながら自分の生き方について考えを深める。 

【知･技】【思･判･表】 

⑵ 情景描写の効果を考えながら小説を読み、場面設定の仕方を通して登場人物の心情を考える。 

                                         【思･判･表】 

⑶ 様々な文章を読み、構成や表現の工夫を読み取る。            【知･技】【思･判･表】 

⑷ 積極的に読書に取り組み、語り手の視点を意識しながら作品を味わう。       【思･判･表】 

⑸ 詩のさまざまな表現とその効果について考え、作者の心情を読み味わう。  【知･技】【思･判･表】 

                              

３．授業の展開と形態 

  ○情報処理・スポーツ／健康コース：２クラス３展開 

  ○普 通 コース：単独クラス 

   

４．評価方法 

⑴ 観点別評価とする。 

⑵ 評価の内訳は、①知識・技能(５割)、②思考力・判断力・表現力(３割)、③主体的に学ぶ態度(２割)と

し、それぞれ以下の観点で評価する。 

① 定期テスト・実力テスト・小テスト等 

② 意見文・読書感想文・振り返りシート 

③ 学習態度・提出物（ノート・ワークシート等） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

⑴ 学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。  

⑵ 毎時間、ノートまたはワークシートをまとめる。 

⑶ 授業には遅れずに参加し、集中して取り組む。 

⑷ 提出物は確実に期限を守って提出する。 

⑸ 家庭では予習・復習を行い、自主的に学習に取り組む。 

科目 文学国語 単位 ２単位 対象 ２年：情報・スポーツ／健康 

使用教科書 大修館書店『新編文学国語』 



令和 5年度 ３年実践古典 シラバス 

１．目標 

①古文と漢文に用いられている語句の意味、基本的文法・句法を体系的に理解し、そ 

 の習得を目指す。 

②古典を通して「読む」能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、   

 現代にも通ずる心情や知恵を学び、「考える」力を養う。 

③古典特有の表現を味わうことで、「書く」「話す」という表現能力を伸ばす。 

④古典を通して、我が国の文化と伝統に対する知識、興味、関心を深め、生涯に渡っ 

 て古典に親しむ態度を養う。 

２．学習内容 

①古文と漢文に用いられている語句の意味、基本的文法・句法を体系的に学ぶ。 

②古典に表れた思想や感情を読みとり、人間、社会、自然などについて考察する。 

③古文や漢文の調子などを味わいながら音読、朗読、暗唱をすること。 

④古典特有の表現を味わい、古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解する。 

⑤古典などを読んで、言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について 

理解する。 

３．授業の展開と形態 

・文理特進コース・普通コースの「コース選択Ｂ」の希望者：２０名（１クラス） 

４．評価方法 

    ①定期考査（７割程度） 

    ②課題・提出物・豆テスト・授業態度（３割程度） 

   ※豆テストは随時実施。古文（語句の意味・用言の活用・助動詞など）、漢文（語 

    句の意味・句形・書き下し文など）の両分野で行う。 

５．学習方法及び履修上の注意 

   ①日々の授業を大事にし、予習→授業→復習のサイクルを徹底すること。 

    ②教材本文を何度も音読すること。分からない語句の意味や文法等は辞書等で確認     

   すること。 

   ③提出物は期限を守って提出すること。 

   ④基本的な文法事項（古文では用言の活用・助動詞の接続、意味など。漢文では句形   

   の意味・訓読の方法など）の習得を目指すこと。 

  ⑤作品に対する自分の意見・感想をもち、現在の自分にどのようにつながるか考える  

   癖をつけること。 

   

科目 実践古典 単位 ２ 対象 ３年 

使用教科書 なし 



令和５年度 ３年 古典Ｂシラバス 

 

１．目標 

  古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を 

 広くし、古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育て 

 る。 

２．学習内容 

①古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構造を理解すること。 

②古典を読んで内容を構成や展開に即して的確にとらえること。 

 ③古典を読んで、人間、社会、自然、などに対する思想や感情を的確にとらえ、もの 

  の見方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

 ④古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい、作品の価値について考察すること。 

 ⑤古典を読んで、我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について 

  理解を深めること。 

 

３．授業の展開と形態 

  情報処理コース：２クラス３展開 

文理特進コース・スポーツ健康コース：２クラス３展開 

 普通コース：単独クラス 

 

４．評価方法 

○定期テスト７０％＋その他提出物等評価３０％（※時期によって若干の変更あり） 

○定期テスト５回（１・２学期は中間・期末考査の２回、３学期は期末考査のみ） 

○豆テスト（文法テスト等を随時実施） 

○ノート提出（学期末にノート・ファイルの提出） 

○授業態度（出席や授業の積極性、忘れ物がないか等） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

○古文や漢文の音読  ○古典文法や漢文句法の習得  ○古文単語の暗記 

○古文や漢文の読解  ○韻文（和歌・俳諧・漢詩）の鑑賞と読解 

科目 古典Ｂ 単位 ２ 対象 全クラス 

使用教科書 大修館書店『新編古典 B 改訂版』古文編Ⅱ・漢文編Ⅱ 



令和５年度 ３年 現代文 Bシラバス 

 

１．目標 

 ①近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとともに、ものの見方や感じ方、考え方を

深め、進んで表現し読書することによって、人生を豊かにする態度を育てる。 

 ②思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語能力を磨く。 

 ③言語文化に対する関心をさらに磨き、自分の生活と社会のありように関心を持つ。 

 

２．学習内容 

 ①小説、評論やエッセイ、詩、俳句、短歌などの優れた品に触れる。 

 ②論理的な文章について、論理の展開や要旨を的確にとらえる。 

③文学的な文章について、人物、情景、心情などを的確にとらえ、表現を味わう。 

 ③意見文や感想文を書く。 

 ④ことわざ・慣用句・漢字・語句など言語事項についても学ぶ。 

 

３．授業の展開と形態 

 情報処理コース：２クラス３展開 

文理特進コース・スポーツ・健康コース：２クラス３展開 

 普通コース：単独クラス 

 

４．評価方法 

 ①中間テスト、期末テストなどの定期テストに加え、授業での漢字テストや暗唱テスト

など随時実施する。 

 ②学習課題ノートやプリント提出や意見文や感想文などの提出あり。 

③授業態度（出席や授業の積極性、忘れ物がないか等） 

④定期テスト７０％＋その他提出物等評価３０％（※時期によって若干の変更あり） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ①新しい教材に入る前に、読みの練習・新出漢字の学習・語句の意味調べなどの予習を

しておく。 

 ②国語の理解力や表現力を高めるために、読書に親しみ、文章を書く機会を多く持つ。 

 ③プリント類の整理確認、ノートの整理確認をする。 

科目 現代文 B 単位 ２（情報・特進・スポーツ） 

３（普通コース） 

対象 ３年 

使用教科書 新編現代文Ｂ 大修館書店 



令和５年度 ３年コース選択 B 国語表現 シラバス 

１．目標 

 （１）国語を適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高め、思考力を伸ばす。 

 （２）漢字や熟語などの語彙力を高め、言語感覚を身につける。 

 （３）積極的に表現することで、自己の意見を論理的に述べる力を身につける。 

 （４）進学や社会生活に向けた小論文の書き方や国語常識を身につける。 

２．学習内容 

 ◆表現の基礎  ◆記録文、案内文、紹介文、手紙文 

  ◆話しことば・書きことば、敬語表現  ◆小論文演習 

  ◆電話応答 ◆スピーチ ◆ディベート ◆自分史作成 

３．授業の展開と形態 

   ３年生 コース選択 

４．評価方法 

評価の観点 評価の内容 評価の方法 

 

関心・意欲・態度 

・表現に対する関心を深め、すすんで表現し

たり、伝え合おうとしているか。 

・課題に積極的に取り組み、自分の考えを発

言したり、人の発言をよく聞いているか。 

・出席状況 

・取組態度 

・プリント点検 

 

話すこと・聞くこと 

・積極的に「話すこと・聞くこと」の学習に

取り組んでいるか。 

・「スピーチ」や「ディベート」などの活動

に参加し、自分の役割をこなしているか。 

・取組態度 

・課題発表 

・音読や朗読 

 

書くこと 

・積極的に「書くこと」の学習に取り組んで

いるか。 

・授業中の提出物や課題を完成できるか。 

・取組態度 

・プリント点検 

・提出物 

読むこと ・積極的に文章に親しんでいるか。 ・取組態度 

知識・理解 ・コミュニケーション能力を支える語彙・漢

字・表現力などを身につけているか。 

・取組態度 

・プリント 

・提出物 

５．学習方法及び履修上の注意 

週２回の授業実施。演習形式になることも多い。 

科目 国語表現 単位 ２ 対象 3・5・6組 

選択者 

使用教科書 国語表現 教育出版 



令和５年度 ３年 国語表現 シラバス 

１．目標 

 （１）国語を適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高め、思考力を伸ばす。 

 （２）漢字や熟語などの語彙力を高め、言語感覚を身につける。 

 （３）積極的に表現することで、自己の意見を論理的に述べる力を身につける。 

 （４）進学や社会生活に向けた小論文の書き方や国語常識を身につける。 

２．学習内容 

 ◆表現の基礎  ◆記録文、案内文、紹介文、手紙文 

  ◆話しことば・書きことば、敬語表現  ◆小論文演習 

  ◆電話応答 ◆スピーチ ◆ディベート ◆自分史作成 

３．授業の展開と形態 

   ３年生 自由選択 

４．評価方法 

評価の観点 評価の内容 評価の方法 

 

関心・意欲・態度 

・表現に対する関心を深め、すすんで表現し

たり、伝え合おうとしているか。 

・課題に積極的に取り組み、自分の考えを発

言したり、人の発言をよく聞いているか。 

・出席状況 

・取組態度 

・プリント点検 

 

話すこと・聞くこと 

・積極的に「話すこと・聞くこと」の学習に

取り組んでいるか。 

・「スピーチ」や「ディベート」などの活動

に参加し、自分の役割をこなしているか。 

・取組態度 

・課題発表 

・音読や朗読 

 

書くこと 

・積極的に「書くこと」の学習に取り組んで

いるか。 

・授業中の提出物や課題を完成できるか。 

・取組態度 

・プリント点検 

・提出物 

読むこと ・積極的に文章に親しんでいるか。 ・取組態度 

知識・理解 ・コミュニケーション能力を支える語彙・漢

字・表現力などを身につけているか。 

・取組態度 

・プリント 

・提出物 

５．学習方法及び履修上の注意 

週１回、２時間連続の授業実施。演習形式になることも多い。 

科目 国語表現 単位 ２ 対象 自由選択Ⅰ 

使用教科書 国語表現 教育出版 



令和５年度 １年 言語文化 シラバス 

 

１．目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解

を深めることができるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語

文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

２．学習内容 

【知識・技能】 

ア 言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあることを理解すること。  

イ 古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史的・文化的背景などを理解すること。  

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり，古典特有の表現な

どについて理解すること。  

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深め，古典の言葉と現代の

言葉とのつながりについて理解すること。  

オ 我が国の言語文化への理解につながる読書の意義と効用について理解を深めること。  

【思考力・判断力・表現力】 

A  書くこと 

ア 自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現したいこと

を明確にすること。  

イ 自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの表現の

仕方を工夫すること。  

ウ 本歌取りや折句などを用いて，感じたことや発見したことを短歌や俳句で表したり，伝統行事や風物詩

などの文化に関する題材を選んで，随筆などを書いたりする活動。  

Ｂ  読むことと。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉えること。  

イ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めること。  

ウ 作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化について自

分の考えをもつこと。  

エ 和歌や俳句などを読み，書き換えたり外国語に訳したりすることなどを通して互いの解釈の違いについ

て話し合ったり，テーマを立ててまとめたりする活動。  

オ 古典から受け継がれてきた詩歌や芸能の題材，内容，表現の技法などについて調べ，その成果を発表し

たり文章にまとめたりする活動。  

 

 

科目 言語文化 単位 ２ 対象 １年 

使用教科書 『言語文化』 大修館書店 



３．授業の展開と形態 

 ・情報処理・スポーツ・健康コース：２クラス３展開 

 ・普通コース ：単独クラス 

 

４．評価方法  

（１）観点別評価とする。 

（２）評価の内訳は①知識・技能 5割・②思考力・判断力・表現力 3割・主体的に学ぶ態度 2割とする。 

（３）各観点別評価はａｂｃの 3段階評価とし、それぞれ以下の観点で評価する。 

観点別評価 割

合 

主な評価物 ａ ｂ ｃ 

①知識・技能  5割 定期テスト 70点以上 40点～69点 39点以下 

②思考力・判

断力・表現力 

3割 レポート 

創作文 

発表 

誤字脱字がない。 

言語事項が正しく使わ

れている。 

原稿用紙の使い方が

正しい。 

誤字脱字がある。 

言語事項の乱れがある。 

原稿用紙が正しく使われ

ていない。 

 

誤字脱字が目立つ。 

言語事項の乱れがあ

る。 

原稿用紙が正しく使

われていない。 

③主体性 2割 学習態度 

ワークシート 

提出物 

学んだことを、自己の

人生や社会に生かそう

としている。 

単元当初と比較して、改

善・成長している。 

単元当初と比較し

て、改善・成長してい

ない。 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ・学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。 

 ・毎時間、ノートまたは学習プリントをまとめる。 

 ・授業には遅れずに参加し、集中して取り組むこと。 

 ・提出物は確実に期限を守って提出すること。 

 ・家庭では、予習・復習を行い、宿題にも取り組むこと。 

 



令和５年度 １年 現代の国語 シラバス 

 

１．目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力

を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語

文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

２．学習内容 

【知識・技能】 

ア 言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解すること。  

イ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と親し

さなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使うこと。  

ウ 主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。  

エ 個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。  

【思考力・判断力・表現力】 

A 話すこと・聞くこと 

ア 話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相

手の理解が得られるように表現を工夫すること。  

イ 自分の考えについてスピーチをしたり，それを聞いて，同意したり，質問したり，論拠を示して反論

したりする活動。  

B 書くこと 

ア 目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，

伝えたいことを明確にすること。  

イ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類

や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。  

C 読むこと  

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を

把握すること。  

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を

解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

３．授業の展開と形態 

 ・情報処理・スポーツ・健康コース：２クラス３展開 

 ・普通コース ：単独クラス 

 

科目 現代の国語 単位 ２ 対象 １年 

使用教科書 『現代の国語』 大修館書店 



 

４．評価方法  

（１）観点別評価とする。 

（２）評価の内訳は①知識・技能 5割・②思考力・判断力・表現力 3割・主体的に学ぶ態度 2割とする。 

（３）各観点別評価はａｂｃの 3段階評価とし、それぞれ以下の観点で評価する。 

観点別評価 割

合 

主な評価物 ａ ｂ ｃ 

①知識・技能  5割 定期テスト 70点以上 40点～69点 39点以下 

②思考力・判

断力・表現力 

3割 意見文 

読書感想文 

言語活動 

①8 割以上書けてい

る。 

②誤字脱字がない。 

③筋道立てて書いてい

る。 

①半分以上 8 割未満書

いている。 

②誤字脱字がある。 

③段落・構成が立てられ

ていない。 

①半分以下しか書け

ていない。 

②誤字脱字が目立

つ。 

③段落がない。 

③主体性 2割 学習態度 

ワークシート 

提出物 

学んだことを、自己の

人生や社会に生かそう

としている。 

単元当初と比較して、改

善・成長している。 

単元当初と比較し

て、改善・成長してい

ない。 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

 ・学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。 

 ・毎時間、ノートまたは学習プリントをまとめる。 

 ・授業には遅れずに参加し、集中して取り組むこと。 

 ・提出物は確実に期限を守って提出すること。 

 ・家庭では、予習・復習を行い、宿題にも取り組むこと。 

 



２０２３年度 ２年 論理国語シラバス 

 

 

１．目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

(2) 論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え

合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の

言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

２．学習内容・到達目標 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付ける。 

(2) 文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける。 

(3) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができる。 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができる。 

                              

３．授業の展開と形態 

  ○情報処理・スポーツ／健康コース：２クラス３展開 

  ○普 通 コース：単独クラス 

   

４．評価方法 

⑴ 観点別評価とする。 

⑵ 評価の内訳は、①知識・技能(５割)、②思考力・判断力・表現力(３割)、③主体的に学ぶ態度(２割)と

し、それぞれ以下の観点で評価する。 

① 定期テスト・実力テスト・小テスト等 

② 意見文・読書感想文・振り返りシート 

③ 学習態度・提出物（ノート・ワークシート等） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

⑴ 学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。  

⑵ 毎時間、ノートまたはワークシートをまとめる。 

⑶ 授業には遅れずに参加し、集中して取り組む。 

⑷ 提出物は確実に期限を守って提出する。 

⑸ 家庭では予習・復習を行い、自主的に学習に取り組む。 

科目 論理国語 単位 ２単位 対象 ２年：普通科全コース 

使用教科書 三省堂『新 論理国語』 

https://jp-cos.github.io/841/3502000000000
https://jp-cos.github.io/841/3502000000000
https://jp-cos.github.io/841/3502100000000
https://jp-cos.github.io/841/3502200000000
https://jp-cos.github.io/841/3502200000000
https://jp-cos.github.io/841/3502300000000
https://jp-cos.github.io/841/3502300000000
https://jp-cos.github.io/841/3503100000000
https://jp-cos.github.io/841/3503100000000
https://jp-cos.github.io/841/3503110000000
https://jp-cos.github.io/841/3503120000000
https://jp-cos.github.io/841/3503130000000
https://jp-cos.github.io/841/3503200000000
https://jp-cos.github.io/841/3503210000000
https://jp-cos.github.io/841/3503211000000
https://jp-cos.github.io/841/3503220000000
https://jp-cos.github.io/841/3503221000000


２０２３年度 ２年 文学国語シラバス 

 

 

 

１．目標 

 国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、

言語感覚を磨き、進んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

 

２．学習内容・到達目標 

⑴ 筆者の主張を読み取り、その内容と比較しながら自分の生き方について考えを深める。 

【知･技】【思･判･表】 

⑵ 情景描写の効果を考えながら小説を読み、場面設定の仕方を通して登場人物の心情を考える。 

                                         【思･判･表】 

⑶ 様々な文章を読み、構成や表現の工夫を読み取る。            【知･技】【思･判･表】 

⑷ 積極的に読書に取り組み、語り手の視点を意識しながら作品を味わう。       【思･判･表】 

⑸ 詩のさまざまな表現とその効果について考え、作者の心情を読み味わう。  【知･技】【思･判･表】 

                              

３．授業の展開と形態 

  ○情報処理・スポーツ／健康コース：２クラス３展開 

  ○普 通 コース：単独クラス 

   

４．評価方法 

⑴ 観点別評価とする。 

⑵ 評価の内訳は、①知識・技能(５割)、②思考力・判断力・表現力(３割)、③主体的に学ぶ態度(２割)と

し、それぞれ以下の観点で評価する。 

① 定期テスト・実力テスト・小テスト等 

② 意見文・読書感想文・振り返りシート 

③ 学習態度・提出物（ノート・ワークシート等） 

 

５．学習方法及び履修上の注意 

⑴ 学習用具（教科書、ノート、ファイル、筆記用具等）を忘れない。  

⑵ 毎時間、ノートまたはワークシートをまとめる。 

⑶ 授業には遅れずに参加し、集中して取り組む。 

⑷ 提出物は確実に期限を守って提出する。 

⑸ 家庭では予習・復習を行い、自主的に学習に取り組む。 

科目 文学国語 単位 ３単位 対象 ２年：普通コース 

使用教科書 大修館書店『新編文学国語』 


